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場所：カルチャーリゾート フェストーネ（沖縄県宜野湾市真志喜3-28-1 tel,098-898-1212）

時期：2012年2月12日（日）13:00～17:30 

参加費：無料  

主催：沖縄・生物多様性市民ネットワーク アオサンゴ作業部会 

共催：日本自然保護協会（NACS-J）、沖縄・生物多様性市民ネットワーク 

後援：沖縄県環境生活部、沖縄県環境生活部日本サンゴ礁学会保全委員会、沖縄県サンゴ

礁保全推進協議会、国連生物多様性の10年市民ネットワーク  

申し込み方法：沖縄・生物多様性市民ネットワーク アオサンゴ作業部会 牧志まで       

氏名・所属を連絡のこと FAX:03-3553-0139, e-mail: okinawabdaosango@gmail.com   

 *この催しは平成23年度沖縄県サンゴ礁保全活動支援事業助成金の援助を受けています 

 

●泡瀬干潟の今後を考える シンポジウム 

泡瀬干潟の今後を考える 

～生物多様性条約第１０回 締約国会議に学ぶ～ 

日時：3 月 12 日(土）、午後 1 時～5 時 

場所：沖縄市農民研修センター、大ホール 

内容：工事進行で破壊されつつある泡瀬干潟（海草藻場･貝・砂州）、沖縄市の新埋立事業

の合理性の無さ 

2010 年生物多様性締約国会議（CBDCOP10）in 名古屋報告 

意見情報交換、今後の闘い方について 

主催(予定）：泡瀬干潟を守る連絡会、日本自然保護協会、WWFJ、ﾗﾑﾈｯﾄ J 

参加費：資料代 500 円  

 

 

泡と消えたキヨヒメクラゲ 

    2004 年２月初旪、400 個体余りのクシクラゲ類が瀬戸漁港に吹き寄せられていた。最

も驚いたのは 64 年ぶりに出現した「清姫水母」だった。実物を見るのは今回が初めてで、

現在、世界で確認されているのは２種だけである。体の先端に三角状の突起があるのが特

徴で、とても扁平で大形のクシクラゲである。 

キヨヒメクラゲは、京都大学瀬戸臨海実験所の近くの海で捕獲された個体を基に、同実

験所の時岡 隆先生が駒井 卓先生と共著で1940 年に新科新属新種として記載した風変わ

りな種である（図）。だが、それ以降はぷっつりと記録が途絶えたままである。その形状が、
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"情熱の炎を吐きながら安珍を追う清姫のようだ"、と思いつかれた駒井先生が名付けられた

とのことである。今回の発見も時岡先生が記録された採集時の生き生きとした様子やその

形状のスケッチがあったからこそ可能となったのである。 

  最近、深海艇を駆使した研究によって、わが国やアメリカ側の太平洋の深所に、キヨ

ヒメクラゲ類が潜んでいることがわかったのも驚くべき発見だった。小生は、「しんかい2000」

が耐用年数を終える直前に、数度、相模湾や駿河湾の 1500ｍ以上の深海底までクラゲ類を

観察しながら何度も潜航したが、残念ながらキヨヒメクラゲ類とは遭遇できなかった。個

体数は多くないのかもしれない。 

  白浜町の瀬戸漁港に現れたキヨヒメクラゲは、直径 12 cm の柄杒より大きかった。引

き潮になっていく 10 時すぎの遭遇だったため、潮位がどんどん下がり、うまく取り込めた

と思ったのもつかの間、柄杒を動かしたときの水流か、はみ出たのが災いしたのか、幻を

見たかのように姿が見えなくなってしまった。世界で２回目となる捕獲に失敗し、世紀の

大発見は泡と消えてしまったのだ。 

この個体は、想像するに、深みから冷水塊にのって浮上してきたものの、弱っていた

のでこの不運が重なった。キヨヒメクラゲの原記載には、「極めて脆弱」と記されている。

とても脆弱なツノクラゲよりもさらに壊れやすいのだろうか？ただし、時岡先生が、1939-1940

年の冬季に複数の標本を採集したとも記してあった。再び出会える日を心待ちにしている

のだが、この原稿を書いている 2012 年１月中旪まで二度と姿を見せてはくれない。情念の

強い名前とは裏腹に、ひっそりとした所で暮らしているのだろうか？ 

 しかし、驚

いたことに、

近年になって

長崎県佐世

保市沿岸でキ

ヨヒメクラゲ

が、複数、何

年にもわたっ

て冬季に決ま

って海面付近

に出現してい

る（図）。不
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思議なことに、世界でここだけで何度も姿をみせている貴重な海域なのである。毎年、九

十九島水族館で飼育展示されるのでその姿がめでられる。 

 

図． 白浜産の個体を基に新科新属新種として記載されたキヨヒメクラゲの最大個体(画像

は長崎県佐世保産のものでスケールは 1 cm) 

 

 

５．事務局便り： 

●事務局移転のお知らせ 

海の生き物を守る会の事務局は、2月 1日以降、下記の住所に移転しました。それにともな

い、電話も変更になっています。ご注意下さい。なお、メールアドレスは変更ありません。

また、銀行口座なども変更ありません。 

 

海の生き物を守る会 事務局 

〒606-8413 京都市左京区浄土寺下馬場町 69 番地 

電話＆FAX：０７５－７４１－６２８１ 

E-メールアドレス：hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp  

 

●この「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思

われる方は事務局までご連絡ください。 

●企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

●このメールマガジンは、毎月 1 日と 16 日の 2 回発行の予定ですが、都合によって遅延や

中止もあります。配信を希望する方、送りたい方がありましたらアドレスをお知らせく

ださい。また、パソコンを使えない環境の方には印刷体でもお届けします。その場合は、

郵送料をご負担していただくことがあります。 

●このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでい

ただくために転送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡

ください。海の生き物や守る運動についての情報など、また各地で行われている海の生物

の観察会、研修会、その他の行事に関する情報もお寄せください。「うみひるも」のバック

ナンバーは、ホームページからダウンロードできます。 

●本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催

をお手伝いできる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ごい

っしょに講演会や観察会をしたいと思われる団体からも提案をお受けします。 

●本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ銀行口座「ゆうちょ銀行 口座番号：

１０６１０－６６７３０２１ 海の生き物を守る会」へお送りください。なお、送金さ


